
建設常任委員会行政視察報告書 
 
 
 
 
・視察期間  平成２６年１０月２９日（水）～平成２６年１０月３１日（金）２泊３日 
 
 
 
・視察先   静岡市   膜ろ過処理について 
       吉川市   吉川美南駅設置事業について 
       葛飾区   新宿六丁目地区地区計画について 
       千葉市   プレーパーク事業について 
 
 
 
・視察委員  委 員 長  和 田 とよじ 

副委員長  杉山 たかのり 
       委  員  大川原 成 彦 
         〃    草 加 智 清 
         〃    ざ こ 宏 一 
         〃    白 井 啓 一 
         〃    田 中 正 剛 
         〃    田 中 良 平 
         〃    谷 本   豊 
 
※上記の順に行政視察報告書を掲載しています。 
 吉岡議員は平成 26年 12月 16日付で市議会議員を辞職されましたが、視察時には在職中
であったため、行政視察報告書を掲載しています。 
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                       市議会議員 和田 とよじ 
 

平成２６年度建設常任委員会の管外視察について（報告） 
 
 各視察先の内容と、私なりに関心が高かった点を中心として、市への提言となりう

る最後に記述しました総括（当局への提言）の５を含めて、以下のとおり報告を致し

ます。 
 
１．和田島浄水場の膜ろ過処理について（静岡県静岡市） 
（１） 平成２６年１０月２９日（水）午後２時 
（２） 内容及び本市にも提言（参考）となる点等 
   ① 視察に先立ち、事前に相手先へ送付した質問項目への回答は、別紙添付資

料（Ａ）のとおりである。 
   ② 静岡市は２市２町が合併した市であり、和田島浄水場がある旧清水市にあ

る４つ浄水場の一つである。 
    ③ 昭和５１年に和田島浄水場は建設されていて、場内に３本の井戸があり、

平成１９年から現在の膜ろ過装置が稼動を始めた。 
   ④ 膜ろ過装置には、８０本の膜エレメントを使用しており、セラミック製で

堅くて強く、寿命も長い。且つリサイクルに適している。手法として紫外線

の処理とはしなかった。有機膜では逆洗水では破断するが、無機のセラミッ

クは破断しない。水処理は安全でキレイという特色がある。 
   ⑤ 膜の清掃は、逆に洗水（送水）して、圧力で不純物を飛ばして処理してい

る。しかし、井戸水なので泥等の不純物は少ない。同じ清水区にある谷津浄

水場（処理能力 50,000トン）は表流水なので、不純物が多く膜ろ過処理はし
ていない。 

   ⑥ 処理能力として１日当たり 10,500トンの水量があるが、実際には 6,000～
7,000トンを生産処理している。 

   ⑦ 人口減少と水需要の減少に伴い、膜ろ過装置は浄水場と水道事業全体のダ

ウンサイジング化のダブルダウンサイジングが可能となる施設と言える。 
   ⑧ 現在、施設は無人で、遠隔操作によりろ過量の変化を監視しており、デー

タは全部送信している。巡視により週４日、各回３０分以上現場で確認作業

をしている。 
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２．吉川美南（よしかわみなみ）駅設置事業について（埼玉県吉川市）  
（１） 平成２６年１０月３０日（木）午前１０時 
（２） 内容及び本市にも提言（参考）となる点等 
   ① 吉川市の概要。 
     吉川市は西に埼玉県の越谷市・草加市、東に千葉県野田市・流山市があり

南に三郷市に囲まれる地理的位置にある。市域は、東西４ｋｍ・南北８ｋｍ

であり、２２％が市街化区域・７８％が市街化調整区域である。人口は 69,413
人であり、７万人の都市を目指している。 

   ② ＪＲの貨物の操車場として機能していたが、昭和６１年１１月に廃止さ 
れ、跡地の利用をどうするかが問題となっていたが、その内３０ｈａが吉川 
市の市域で、５０ｈａが三郷市の市域となっている。因みに三郷市側は、民間 
開発と予定されているものの未開発である。      

   ③ 平成１０年度から平成１１年度にかけて、９３ｈａの開発構想が決まり、

その内西側の３０ｈａの操車場跡地が、新駅を中心とした新駅の設置が前提

となった再開発事業である。 
   ④ 昭和４８年に開通した武蔵野線の唯一の駅が吉川駅であり、交通渋滞があ

り、吉川市が新駅を設置し、機能分散を図り、駅前周辺整備、経済の活性化

をしたいという市側の思惑（設置の主要な目的）と、雨風に弱い武蔵野線で

あったために、折り返し地点を設けたいとのＪＲ側の思惑とが一致し、平成

１６年度に至って、やっと新駅を設置する要望書を、ＪＲが受け取ってもら

える状態となった。 
   ⑤ 新駅の南側にＵＲが開発していた土地が、既に「吉川美南」という言葉を

使用していたので、新駅にもこの名称を使用した。現在吉川駅美南地区には、

5,410人（1,944世帯）が暮らしている。 
     市民の反応、期待度は利用できる駅施設の設置要望が多数あり、地元住民

との折衝においても住民とのトラブルはない。 
     乗降客数の変化についても、当初１日 2,000人の利用であったが、現在で

は 5,000人を超えており、ＪＲ予想値では将来 23,800人になるとしている。 
   ⑥ 新駅と結ぶまちづくり計画と新たな都市施設については、複合新拠点ゾー

ンとして、吉川美南駅を起点とし、新たな都市施設として、駅西側に駅前交

通広場、駐車場、公園を整備した。 
     橋上駅の自由通路にエレベーター、エスカレーターを設置し市が管理して

いるが、維持管理として清掃・セキュリティーの経費として年間 500万円を
要するが、橋上駅の課題として特に問題点はない。公共施設の設備状況は、

平成２５年４月の小学校の開校、公民館の併設、郵便局の設置がある。 
   ⑦ ＪＲとの協議に工夫した点については、ＪＲの工事工程調整の点が苦慮し
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た。また、自由通路に交付金を投入したが、そのため会計検査院の検査を受

けねばならず、ＪＲからの資料提出が難しく、この点が最も困難な問題点と

なった。 
   ⑧ 請願駅であることの地元市の費用負担については、決算では総額 63億

2,000万円となったが、その内市が負担した金額は 12億 7,300万円となり、
自由通路に国からの交付金が３億円あり、結局残り約 10億円が市の負担額と
なっている。 

   ⑨ 交通体系の整備のメリットは交通機能の分散にある。また観光振興への貢

献度については、新駅からのハイキング、ジャズナイト、世界のビールなど

の催しがあげられる。 
     新駅設置による効果や影響はどうか、もしくはどのように見込んでいるか

については、１年間で人口が 1,260人の増となっているが、この地区での増
加が市全体の増加となっており、市全体では１世帯あたり 2.55人であるが、
この地区では 2.7人と多く、若い世代と子どもの数も多くなっている。地価
も㎡単価 140,000円と上昇してきている。 

     平成２５年３月の推計では、30年後の推計として、吉川市は 15歳から 30 
歳の人口が多いまちの一つに選ばれて、「育（いく）まち」とも呼ばれる。 
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３．新宿（にいじゅく）６丁目地区計画について（東京都葛飾区） 
（１） 平成２６年１０月３０日（木）午後２時 
（２） 内容及び本市にも提言（参考）となる点等 
   ① 視察に先立ち、事前に相手先へ送付した質問項目への回答は、別紙添付資

料（Ｂ）のとおりである。従って、質問項目以外の点について以下に記述す

る。 
  ② 葛飾区の概要として、特徴は川に囲まれているということである。東に江

戸川・綾瀬川、西に荒川、真ん中に中川・新中川の５河川の、水と緑に囲ま

れている。面積 34.84平方キロメートル、人口 448千人。観光課にシティー
セールス係がある。 

   ③ 新宿６丁目地区は、1917（大正６）年に設立された三菱製紙中川工場の跡 
    地 33.3ｈａである。平成１３年３月に三菱から土地が都市再生機構に譲渡さ

れ、平成１６年１０月には土地引渡しが行われ、平成１７年２月に６丁目の

地区まちづくり方針が決定されている。同年１１月に地区計画の都市計画決

定がなされ、平成２０年２月に都市再生機構から区へ土地の譲渡が行われた。

同年１２月誘致大学を東京理科大学とする選定され、平成２５年４月に東京

理科大学が開設された。 
   ④ 「新宿６丁目地区まちづくり方針」では、７つの項目を定め、その中に大

学誘致の実現と都市再生型公園の整備が重要である。 
   ⑤ 地区計画においては、16.9ｈａの再開発等促進区を設け、用途地域の制限

緩和がなされており、その活用について建築物の容積率の緩和、例えば、工

業地域では容積率 200％のところ、再開発等促進区では容積率を 300％に緩
和するなどである。また、第２種住居地域への転換もなされている。 

   ⑥ まちづくりのゾーニングを行い、４つの区分が行われた。 
      （Ａ）文化・教育地区、住宅Ａ地区 
      （Ｂ）住宅Ｂ地区 

（Ｃ）都市型工場・研究地区 
（Ｄ）公園Ａ地区、Ｂ地区 

     この他、複合地区も設けている。 
   ⑦ 東京理科大学は、公園Ｂ地区にあり 3.6ｈａ(将来更に 0.5ｈａを取得予定)、

４学部、９学科に 4,000人の学生が学んでいる。第２期の工事後には、合計
6,000人の学生数となる。大学は塀に囲まれておらず、オープンスペースと
なっている。 

     特養護老人ホームは、住宅Ａ地区内にある。 
   ⑧ 「にいじゅくみらい公園」は、大学のまわりにあり、約 7.1ｈａ、平成２５

年４月に供用開始した。公園設置の主要な目的は、環境負荷の軽減と防災性
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の向上である。特長は、陽避けと水場所としてパーゴラを設置している。 
   ⑨ その他として、土地購入額は、２６７億円（㎡単価４６万円）、整備費と

して１８億円。国庫補助と財政調整交付金で賄っている。 
     住宅街区は、住友不動産が建設しているが、住宅の完成時予定数は、1600 
    戸である。 
     東京理科大学の図書館は、区民も利用できるようになっている。その土地

の使用料は大学側負担である。 
     区の平成１３年に作成された都市計画マスターは、平成２３年に改定され 

平成４２年が目標年次となっている。 
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４．プレーパーク事業について（千葉県千葉市） 
（１） 平成２６年１０月３１日（金）午前１０時 
（２） 内容及び本市にも提言（参考）となる点等 
   ① 視察に先立ち、事前に相手先へ送付した質問項目への回答は、別紙添付資

料（Ｃ）のとおりである。従って、事前質問項目以外で、現地での口頭によ

る質問を中心に以下に記述する。 
   ② 「子どもたちの森公園」は、都市局が特色ある公園づくりとして、例えば

市長などの指示があった訳でもなく、都市局自体が発案した（この種の類似

施設は四街道市にもある）。事業は８年目を迎えており、７年間は都市局が

所管していたが、この１年はこども未来局に所管を移している。 
     但し、場所は地元の人でも分かりづらい所にある。 

③ 要した費用は、用地費で 9,000万円、公園整備費が 6,000万円の合計１億
5,000万円である。（コンサル料は別途） 

     公園（市民緑地）の面積は、約 4.1ｈａで、その内 3,000㎡を市が購入し都
市公園としたが、残りは２４件の民有地である。元々は樹林地だった。地権

者も協力的で、市民により管理がなされている。 
   ④ この公園は原則自己責任である。保険はかけているが、保険金は支払った

ことがない。怪我をして救急車も来たことがあるが、保険金を支払った例は

ない。飲食物の持ち込みは可であるが、火気は公園のプレーリーダー以外は、

禁止されている。 
   ⑤ このプレーパーク事業の運営は、「わかばの会」へ委託している業務であ

るが、指定管理者ではない。このわかばの会の実働部隊は５人であったそう

だが、その内のお一人の北村さん（女性）にお話を伺ったが、全市的に市民

が利用しており、この事業への近隣住民との共有理解が深まったという。人

との繋がりもできた。市のバックアップ体制があったからだとのこと。 
   ⑥ プレーリーダーの常駐は２人で、市内の５箇所にプレーリーダーの派遣も

行っている。 
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５．総括（当局への提言） 
 視察先の４箇所では、質問等においても全て丁寧に対応して頂き、厚く御礼を申

し上げたい。 
 
最後に４箇所の視察から得た情報の中から、本市の街づくりへの提言を総括的に簡

単にまとめてみたいと思う。 
 

（１） 静岡市の膜ろ過装置については、人口減少社会と水需要が逓減する傾向にあ

って、膜ろ過装置は施設が無人でも、遠隔操作により監視が可能であり、ろ過

装置自体と水道事業全体のダブルダウンサイジング化に適している。今後、本

市でも導入すべきものと考える。 
（２） 吉川市美南駅設置事業については、駅が一つしかなかった吉川市の事例も、

西宮市のように２３の駅がある市では、余り参考にならないと考えるべきでは

なく、市の経済的負担額が約１０億円と、大きな金額には違いないが、これに

よる影響・効果を考えると、大きな成果が得られている。着実なハード面での

実施をより充実させ、本市も駅設置事業に限らず、まちづくりのハード施策の

充実をもっと進めるべきものと考える。 
（３） 東京都葛飾区の新宿６丁目地区計画については、本市でのアサヒビール工場

跡地への地区計画を導入する可能性を考慮すると、どのような再開発促進区を

設定するかにより、その土地を生かす真価が問われるものと言え、葛飾区は再

開発促進区の内容として、大学誘致と都市公園の設置が成功しており、参考に

すべきと思う。 
（４） 千葉市のプレーパーク事業は、本市よりも後年の実施であるが、樹林地をう

まく活用しており、本市の街中（まちなか）での事業である「みやっこキッズ

パーク事業」も、実現は困難かもしれないが、もっと木々・樹木を活用する方

策も検討すべきではないか。 
 
 
 

以  上 
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委員会行政視察報告書 

 

委員氏名   杉山 たかのり 

 

 

調査の期間    2014年10月29日（水）〜10月31日（金） 

 

調査先及び調査事項    静岡市 膜ろ過処理について 

吉川市 吉川美南駅設置事業について 

葛飾区 新宿六丁目地区地区計画について 

千葉市 プレーパーク事業について 

 

 

静岡市  膜ろ過処理について 

 

静岡市では、清水区の和田島浄水場を視察。 

全国的に水需要が急速に減少する下で、西宮市も例外ではなく、20年ほど前には6

割程度を占めていた西宮市の水道施設でつくる〝自己水源〟はわずか7％。約93％を

阪神水道・県水道から購入し、過大となった浄水場の規模縮小が課題となっている。 

和田島浄水場は、膜ろ過処理を採用しており、急速ろ過（西宮市丸山浄水場で採用）

のように沈でん池や急速ろ過池が不要で、狭

い敷地でも整備ができ、水を貯めることがな

いため、安全面からも常勤職員を配置してい

ない。全体として低コストで、一日 10000

㎥の処理ができる。西宮でも検討の価値があ

る。 

もちろん、和田島浄水場が取水する水の水

質は、非常に良いようで、同処理法が可能な

のだと思う。鳴尾浄水場の場合も、水質はか

なり良いようで、可能性はある。 

なお、右写真の徳利のような建物は配水池

で、「愛泉蔵」と名付けられ親しまれており、

水道施設を身近に感じるということから、良

いアイデアだと思う。 
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埼玉県吉川市 吉川美南駅設置事業について 

 

 2012年3月に開業したJR吉川美南駅を視察。 

西宮市でも今、武庫川に阪急電車の新駅設置の要望が強まっていることから、〝請

願駅〟である吉川美南駅設置の経緯等を調査することとした。 

吉川市では、もともと武蔵野操車場跡地を活用した新たな開発（当初1000ha）が検

討されていたことから、JR吉川駅ともうひとつの駅を設置することとなっていた。そ

のため、JR東日本への新駅設置要望の提出から8年足らずで開業の運びとなった。 

請願駅の問題は、要望した自治体の設置費用負担が重たいところにある。阪急の新

駅設置にともない、西宮市の負担が過大にならないか、あまりに過大であれば、設置

できなくなる。 

JR吉川美南駅は、施設設置費用約67億円のうち約42億円を市が負担している。た

だし、国から補助金 3億円、鉄道運輸機構が 29億円負担（新駅周辺の区画整理によ

る地価上昇が原資）するなど、市の実質的負担はかなり軽減されている。しかし、西

宮市の場合、区画整理などの手法は考えにくく、用地取得から、駅前広場、道路整備、

駐輪場整備など、阪急電鉄の協力がなければ、かなりの負担を強いられることになり、

厳しい状況である。 
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東京都葛飾区 新宿六丁目地区地区計画について 

 

 西宮市がアサヒビール跡地を地区計画でまちづくりをすすめるという方針に転換

したことから、三菱製紙中川工場跡地を含む約33haの新宿（にいじゅく）6丁目地区

まちづくり方針の説明を受けた。 

アサヒビール工場跡地の3倍以上という、かなり広大な敷地であり、５つのゾーン

に区切ってまちづくりが行われている。 

その中で、文化・教育ゾーンは「文化・教育・研究・交流等の機能やそれに関連す

る利便施設等の導入をはかり、文化的環境と賑わいの創出を図る」と、具体的には東

京理科大学のキャンパスを誘致し、地区全体のイメージを決定的にし、ある意味では

〝成功〟したと言える。 

その他のゾーンでは、中高層住宅、中低層住宅、都市型工場、生活利便複合のゾー

ンが位置づけられているが、広大な地区のため、このようなゾーンもやむを得ないと

思う。 

その他に、かなりの広さのある都市計画公園が文化・教育ゾーンを包むように有り、

区の持ち出しになっているが、要求の強い公園の整備は当然だと思う。この一部に、

同大学の図書館を借地で整備しているところが非常にユニーク。㎡単価 40万円とい

うのは、厳しい思うが、アサヒビール工場跡地のまちづくりでも、開発者の負担分に

よる緑化ではなく、都市計画公園の整備が必要だと思う。 

全体として、都市部に見られるような乱開発は一定規制されたまちづくりになって

いるのではないかと思う。アサヒビール工場跡地についても、市が負担してでも、公

園の整備は必要である。 
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千葉県千葉市 プレーパーク事業について 

 

 千葉市のプレーパーク、子どもたちの森公園を視察。 

プレーパークとは、子どもたちが〝自分の責任で自由に遊ぶ〟と、大人が子どもた

ちの遊びを見守る場で、西宮でもキッズパークがある。 

千葉市の動物園と隣接した公園で、周辺には小学校や保育所などがあり、自然を含

め、設置場所としては良いと思われる。 

ここでは、火を使ったり工作したりと、公園で禁止されていることも、プレーリー

ダーの指導、援助でできることになっている。ハードよりソフトが大切で、プレーリ

ーダーの養成が鍵。しかし、千葉でもＮＰＯ法人が成長しておらず、今後の運営に苦

労があるでしょう。 

西宮でもプレーパークを増やせればと思いますが、団体や人の養成が必要であり、

公園の整備とともに、人材育成に予算がいる。 

 



委員会視察報告 

建設常任委員会 

大川原成彦 

 

調査の期間  平成26年10月29日(水)～10月31日(金) 

 

調査先及び調査事項 

① 静岡市   ・膜ろ過処理について 

② 吉川市   ・吉川美南駅設置事業について 
③ 葛飾区   ・新宿六丁目地区地区計画について 
④ 千葉市   ・プレーパーク事業について 

 

感想・意見 

① 静岡市   ・膜ろ過処理について 

・ 静岡市は、静岡県中部に位置する政令指定都市であり、同県の県庁所在地であ

る。駿府城下を基盤とした商業都市の旧静岡市と、特定重要港湾を擁する港湾

都市の旧清水市が新設合併して誕生した市である。その市街地は、日本平を境

に東西に分かれ、各々の交通拠点（高速道路IC・鉄道駅・港湾等）は11km以

上も離れており、完全二極都市となっている。また平成18年には旧蒲原町、

平成20年には旧由比町との合併を経て、市域面積は1412㎢となった。 

・ 同市の水道事業は、合併前の各市町から引き継がれ、事業認可を得ている。平

成17年には政令指定都市移行を契機に「新たな都市の明日に向かう水道」を

基本理念とした「静岡市水道事業基本構想・基本計画」を策定し、将来の水道

事業の施策の方向性を明らかにした。 

・ 和田島浄水場は、旧清水市が昭和52年に、地下水をポンプで汲み上げ、水を

きれいにして、両河内、小島、興津地区へ配水するための水道施設として最初

の整備を行った。その後平成19年に、更なる水の安全性を目指し、膜ろ過棟

を増設した。 

・ 安全できれいな水は、この施設内の徳利型の配水池に貯蔵され、高区の水は両

河内地区へ、低区の水は小島地区と興津地区へ、それぞれの配水管を通って自

然の圧力で配水されている。 

・ 処理能力は10,000㎥／日で、市内で4番目に大きい施設であるが、実際の配

水量は 5,600㎥／日程度であり、市内の水供給量の 2.4%に相当する。運転は

自動化され、谷津浄水場から遠方監視と操作を行っており、週に４回程度の巡

視を実施している。水源は井戸であることから安定しており、停電対策として

は自家発電設備で対応している。 

・ 無機膜による膜ろ過を採用した理由は、初期の塩素滅菌処理のみの施設から、

テロ対策や、クリプト対策などの安全面に対応するため導入を検討した緩速ろ

過施設に必要な用地取得が不調に終わったことから、コンパクトで敷地内に設

置できる膜ろ過方式の導入が決定した。 

・ 工期は平成18年9月から19年9月、整備費は8億3160万円、維持管理にか



かる主な支出は年額、①巡視業務経費270万円 ②電気料金1200万円 ③薬

品費160万円。 

 

 

②吉川市   ・吉川美南駅設置事業について 

・ 吉川市は、埼玉県の東南部に位置し、東に江戸川、西に中川と河川に挟まれた、

自然堤防と背後湿地からなるほぼ平坦な地形となっている。東は江戸川を挟み

千葉県野田市、流山市、西は中川を挟んで越谷市、草加市、南は三郷市、北は

松伏町と接する。昭和30年旧旭村、三輪野江村、吉川町が合併し、吉川町と

なり、平成8年に市制を施行。古くは舟運で栄え、なまず料理をはじめとする

川魚料理で知られ、近年では計画的な土地利用と都市基盤整備、子育て支援の

充実などの街づくりを推進。平成24年には、武蔵野線・吉川美南駅の開業、

都市計画道路「三郷吉川線」の開通で交通利便性が飛躍的に向上した。若い世

代の人口流入が増えている。 

・ 吉川美南駅設置のスタートは、昭和61年武蔵野操車場の廃止にさかのぼる。

操車場の跡地及び周辺地域の整備に向けて、当初は「マルチポート・シティ」

をコンセプトとした開発構想面積1000haにおよぶ計画が策定されたが、その

後、操車場跡地周辺一体的整備と計画の早期実現性を考慮し、平成4年に開発

構想面積616ha、開発コンセプト「さいたまコスモグリーン・シティ」クリー

ンな研究・開発と水と緑の潤いあふれる快適環境をそなえた埼玉の快適拠点都

市としての開発に移行。さらに平成5～7年度にかけて事業実現性を勘案し、

社会経済動向も踏まえ400haを段階的整備することとなり、その先行事業とし

て93haを開発コンセプト「環境共生都市・エコヴィーユ」として、埼玉県、

吉川市、三郷市、国鉄清算事業団、住宅都市整備公社、ＪＲ東日本が取り組む

こととなった。 

・ 新駅設置については、飽和状態になりつつあった吉川駅周辺の交通渋滞の緩和

や、強風・豪雨などによる武蔵野線の輸送障害の解消とともに、新たな市街地

の形成は都市交通体系の整備、経済・産業活動の場の構築など、市の将来を見

据えたまちづくりの核施設として、構想された。 

・ 平成16年ＪＲ東日本大宮支社に新駅設置要望を提出、平成19年要望を再提出、

同回答受理、平成21年新駅設置工事に着手、平成24年吉川美南駅開業となる。 

・ 鉄道施設として橋上駅舎(鉄骨２階建て、上下線各１面ホーム、エレベーター、

エスカレーター、階段)、配線形態は折り返し線施設を含む２面３線、都市施

設として自由通路(東口と西口を結ぶ連絡通路)、エレベーター、エスカレータ

ー、階段を有す。 

・ 施設設置費用は、鉄道施設、都市施設として 63億 2千万円(ＪＲ24億 6千万

円、吉川市38億6千万円)、駅設備改修工事として3億7千万円、電気通信設

備移設工事として1300万円となっている。 

・ 開業後は、駅周辺に一体的に整備された住宅街に毎年1000人前後の人口が増

加している。 

 



③葛飾区   ・新宿六丁目地区地区計画について 

・ 葛飾区は、東を江戸川、西を荒川・綾瀬川、北を大場川・小合溜に囲まれ、中

央部に中川・新中川が流れる水郷都市。都内唯一の水郷公園の水元公園、映画

で有名な柴又帝釈天や矢切の渡し、堀切菖蒲園等がある。「キャプテン翼」主

人公の大空翼、「こちら葛飾区亀有公園前派出所」の両津勘吉、「男はつらいよ」

の車寅次郎と地元ゆかりのキャラクターで町おこしを行う。昔ながらの路地が

めぐる街並みが残る一方、防災に強い街づくりに向けて課題解決を区民、事業

は、区の協働を柱に推進。 

・ 葛飾区は、三菱製紙㈱中川工場が北上への移転発表を受けて、平成11年「葛

飾区緑とオープンスペース基本計画」、平成13年の「都市計画マスタープラン」、

平成17年の「葛飾区基本計画」から、北部地域の街づくり基本方針を持続的

に発展させ、平成21年「葛飾区新宿六丁目地区まちづくり方針」を策定した。

目標として①新たなにぎわいの創出に暮らしの質を豊かにするまちづくり③

市域の個性を活かし育むまちづくり④新たな文化を創り出す拠点づくり、を掲

げ、方針として①新たな生活拠点の形成②良好な住環境の形成③地域の防災機

能の向上④個性と魅力ある街並みの形成⑤地域参加型の街づくりの推進⑥大

学誘致の実現⑦都市再生型公園の整備を挙げた。 

・ 整備の対象となった地区は、都心より直線距離で約 13ｋｍ、ＪＲ常磐線金町

駅より約800ｍに位置し、面積は約33.6ha、従前の主な土地利用状況は工場跡

地約18.2ha、工場・研究所約12.7ha、道路・神社など約2.7ha。 

・ 当該地域の再開発事業にあたり、葛飾区は「再開発等促進区を定める地区計画」

を策定し、まとまった低・未利用地の転換を円滑の推進するため、都市基盤整

備と建築物等との一体的な整備に関する計画に基づき、事業の熟度に応じて市

街地のきめ細かな整備を段階的に進めることとした。都市の良好な資産の形成

に資するプロジェクトなどを誘導することにより、都市環境の整備・改善及び

良好な地域社会の形成に寄与しつつ、土地の高度利用と都市機能の増進を図る

ことを目的として検討を進めた結果、「大学の誘致構想」をリーディングプロ

ジェクトとして位置づけ、大学の誘致活動を進め、平成20年に東京理科大学

を誘致大学として選定した。 

・ 事業規模は267億円、ＵＲを中心に開発が進められ、整備区域のゾーニングと

して、文化・教育ゾーン、生活利便複合ゾーン、中高層住宅ゾーン、低中層住

宅ゾーン、都市型工場・研究所ゾーン、都市計画公園に区分された。水と緑の

ネットワークを活かしながら、防災機能を併せもち、建築物の高さ制限の適用

を除外されている地域のランドマーク的な建築物として、民間開発によるタワ

ーマンション(高さ１２８ｍ３７階)を整備。大学の施設にも通常の容積率

200%を再開発等促進区による緩和により300%を適用している。 

 

 

④千葉市   ・プレーパーク事業について 

・ 千葉市は県のほぼ中央部、東京から約 40Ｋｍに位置し、戦後都市基盤の整備

が行われ、東京湾の一大工業都市に発展。臨海部の開発や大規模ニュータウン



の造成などにより、人口が増加、平成4年に政令市に移行。市域には多くの国

道や高速道路が集まり、また県内鉄道網の要となっている都市である。昼夜間

人口比率は97.5%と首都圏の中では高く、東京のベッドタウン的機能を持ちな

がらも、支店経済都市として東京だけに依存しない独自の経済圏を形成してい

る。 

・ 千葉市のプレーパーク「子どもたちの森公園」事業は、平成9年の「子どもた

ちのワンダーランド基本構想」から10年をかけて準備され平成19年に開設さ

れた。市内源町地区に子どもたちと自然をテーマにした特色のある公園整備と

の方針と、市民参加の手法によるとの方針から、研究が進められ、地域住民・

学識経験者・市職員からなる「子どもたちの森をつくる会」並びに、地権者・

市職員からなる「計画地を検討する会」の二つの団体が発足し、議論が続けら

れてきた。 

・ 平成 17年には約 3000㎡の用地買収、18年には公園施設の整備を行って、公

園としての整備を完了した。また公園づくり、運営にあたる市民団体として「自

然遊びわかばの会」が発足し、19年より市が同団体に委託する形で、プレー

パーク事業の運営が開始された。 

・ 初期投資費用は総額約2億円で、内訳は用地買収費約9千万円、不動産鑑定料

約120万円、公園整備費約6千万円、運営システム構築委託等約4千万円であ

り、運営業務委託料は年間約 440万円、開園日は 238日／年、開園時間は 10

時～17時、プレーリーダー2名が着任する。 

・ 「子どもたちの森公園」は千葉市の特色ある公園づくりとして整備されたプレ

ーパークで、子どもたちが自然の中でのびのびと遊び、学ぶことができる場と

して、また子どもたちの居場所として活用されており、市民と協働して今後も

恒久的に運営していきたいとしている。 

・ 市民からの評価はおおむね良好であるが、利用者数の拡大はみられない。今後

の課題はプレーリーダーの育成、人材確保であり、市内大学等へのＰＲを積極

的に行っている。 

以上 



 
 

     委員会行政視察報告書 
               
                 

                委員氏名 草加 智清 

 調査の期間 平成 26年 10月 29日(水)～10月 31日(金) 
      静岡市 膜ろ過処理について 
       吉川市 吉川美南駅設置事業について 
 調査先及び 葛飾区 新宿六丁目地区地区計画について 
  調査事項 千葉市 プレーパーク事業について 
 

 静岡市 膜ろ過処理について （和田島浄水場） 
 まず、静岡市水道事業の概要と現況についてですが、事前の質問項目の回答 
 どおり、浄水場の総数は 12施設あり、西宮市との大きな違いは、自己水源率
が 100％ということです。 

 今回、視察した和田島浄水場は静岡市内で、4 番目に大きい施設（10,000 ㎥

＜日）ですが実際の配水量は約（5600 ㎥＜日）程度だそうです。市内の水供

給量の実績は、平成 25年度の実績では 2.4％程度である。（ちなみに静岡市の
1日平均配水量は約 229,000 ㎥＜日） 

 市内で最大の浄水場は谷津浄水場で 99,600 ㎥＜日の処理能力があり、この谷

津浄水場から、遠方監視と操作を行っており、一週間に 4 回程度の巡視を実
施している。つまり自動化の達成と遠隔操作が可能である。 

 危機管理と災害時の水源確保についての対策ですが、停電対策としては、自

家発電設備で対応しており、水源が井戸であるため、安定しているというこ

とで、環境的に非常に恵まれています。 
 和田浄水場の位置づけとしては、興津川流域の配水を担当している。 
 膜ろ過の選定と経過について、一番、監視の高かった急速ろ過でなく無機膜

による膜ろ過を採用した理由については、平成 18 年当時の和田島浄水場は、
浅井戸 2 井から取水し、塩素滅菌処理のみの浄水場であり、緩速ろ過施設の
導入を検討していたが、用地所得の行き詰まりから整備が遅れていた。この

用地所得の行き詰まりの件は、西宮市なら有り得ることですが、ある意味少



し意外でした。話を戻しますが、テロ対策やクリプト対策などの安全面から

早急な対応が求められており、浄水方法の変更許可を得て用地所得が不要で

現在の敷地内に設置できる膜ろ過方式の導入を決定したということです。ま

た、無機膜については、平成 18年 6月から 8月にかけて｢和田島浄水場膜ろ
過浄水処理施設検討委員会｣を 6回開催し、結果的に無機膜に決定したという
ことでした。 

 次に他の急速ろ過と比較してのメリットについて（コンパクト化・省力化・

効率化等）ですが、当時の検討資料では、建設費及び維持管理費の面で膜ろ

過が有利であったということです。整備費・維持管理費等のコスト面は、 
 工期は、平成 18月 9月 28日から平成 19年 9月 30日。 
 請負代金は、831,600,000円。 
 維持管理に係る主な支出は、①巡視業務に係る経費 2,667,686円（Ｈ２６）
②電気料金 11,912,372円（Ｈ25場水ポンプを含む） 

 薬品費 1,614,858円（Ｈ25）です。 
 耐塩素性の病原生物対策としての紫外線処理については、平成 18年当時は 
 厚生労働省の認定が下りていなかったため、検討していなかったが、その後 
 平成 19年 4月には認定された。 
 当時、技術として初めての膜ろ過導入であり、詳細についての問題点は不明

な点も多かったらしいが、現在では特に問題はないということです。 
 今後の水道事業の方向性、課題については、西宮市と同じで、給水戸数や１

人１日平均排水量の減少などにより、今後の水需要は減少傾向が継続すると

予想されており、施設の更新時期に併せた統廃合や小規模化等が求められて

いますが、施設統廃合に係る計画の実施については、更に時間を要するもの

としている。 
 最後に、水需要減少傾向での浄水場のあり方についてですが、静岡市の取水

量は約 370,000 ㎥＜日でその内訳は、 
 【内訳】①地下水 約 250,000 ㎥＜日（約 68％） 
     ②表流水 約 120,000 ㎥＜日（約 32％） 
 浄水施設の処理水量は、約 183,000 ㎥＜日です。 
 その他、井戸で揚水し消毒をし、送水している施設の排水量が、約 186,000

㎥＜日あり、合計 369,000 ㎥＜日の排水能力を有している。 
 数字的には施設能力に余裕があるように思われるが、特に表流水を水源とす 
 る施設について豪雨や悪天候時には、濁度の上昇に伴う一時的な取水停止や 
 取水量的に施設保有能力を勘案すると現有能力を確保していくことが適正な 
 ものと認識されている。 
 



 吉川市（埼玉県） 吉川美南駅設置事業について 
 最初に駅の設置目的ですが、飽和状態になりつつある吉川駅周辺の交通渋滞 
 の緩和や、強風・豪雨などによる武蔵野線の輸送障害の解消。新たな市街地 
 の形成や都市交通体系の整備。経済・産業活動の場の構築など、市の将来を 
 見据えたまちづくりの核施設として、【吉川美南駅】を設置した。 
 平成１６年７月２６日にＪＲ東日本大宮支社に新駅設置要望を提出したが、 
 これまで到るまでには、要望書すら受けて貰えなかったということでした。 
 約８年の経過を経て、平成２４年３月１７日に吉川美南駅が開業している。 
 メインコンセプトは「自然と人と共に生きる駅」とのつながり「Ｒ屋根」と 
 「葉」をイメージした開口により、森と丘を表現している。 
 この吉川美南駅も景観性のあるイメージどおりの駅で大変素晴らしかったの 
 ですが、駅の近辺に埼玉県初の【景観協定認定】を受けた住宅街があり、時 
間の関係で車に乗車したままでの視察でしたが、駅同様、実際に見ることが 
できた。美しさを高めるためのルールがあり、資料を参考に例を少し挙げる 
と、 
①瓦屋根・街区の印象をあざやかに演出するオレンジ色の瓦屋根を全 
邸に採用し、統一感が街の美しさを創り出している。 
②外壁・モルタルとサイディングの２種類を採用し、上質な街並みを演出し

ている。 
③フェンス・敷地と道路の境界には、景観を壊すことなく、開放感もある鋳 
物調のフェンスを設置。 
④夜も街区全体を明るくすることで、安全性と防犯性を高める「灯りのいえ

なみ協定」を実施。暗くなると自動点灯するセンサー付きの照明により、明

るい街並みを実現。植栽を明るく照らし出すガーデンライトやブラケットが

外壁を彩り、夜間の景観を素晴らしいものにしている。 
駅と街並みも含めて、これからの若いまちとしての伸びていくことが大いに

感じられる駅と街並みであった。大変、印象に残る。 
全国的に少子高齢化が進む自治体が、大半を占める中で全国の中で、これか 
ら人口が増えていく１５自治体の中に、吉川美南駅（吉川駅から約１．７ｋ 
ｍ・新三郷駅との中間点）が存在するこの芸術と文化のあるまち吉川市が含 
まれているという説明がありましたが、なるほど納得させられる。 
説明を受けた市立美南小学校には、美南地区公民館・美南子育て支援センタ 
―が同じ敷地内に併設されており、繰り返しになりますが、これから、人口 
的にも増えていく若い人の世帯数が多い、市の将来を見据えたまちづくりの 
進んでいる駅であり、まちでした。 



 

葛飾区 新宿六丁目地区地区計画 
① 新たなにぎわいの創出 
② 暮らしの質を豊かにするまちづくり 
③ 地域の個性を活かした住むまちづくり 
④ 新たな文化を創り出す拠点づくり 
この４つの重要項目である【まちづくり方針（目標）】を掲げて、【都市計画

マスタープラン】の中で、将来都市構想を「分節型・多核連携型の都市構造」

とし、並立する都市機能集積拠点（駅周辺）や水と緑の拠点（文化・レクリ

エーション、アメニティ拠点）を道路や鉄道による交通系ネットワーク・水

や緑の自然系ネットワークで結び有機的に連携させていくことを基本として

いる。その中で、新宿６丁目地区は「文化・レクリエーション拠点」として

の位置づけされている。大学を中心とした住宅・文化・教育・医療福祉など

複合的な都市機能の導入と合わせ、葛飾にいじゅくみらい公園を核とした良

好な住環境の形成と防災性の向上を図るとしている。平成１７年１１月に「大

学の誘致構想」をリーディングプロジェクトとし、平成２０年１２月に東京

理科大学を誘致大学として選定、平成２１年３月に大学と基本協定を締結し、

平成２４年にオープンしているが、素早く一年後の平成２５年５月には「震

災火災時の避難場所」としてこの大学の一帯約３５・６ｈａが指定されてい

る。このように防災の観点から、まちづくりの方針（防災機能に関する方針）

としての位置づけがされているのが、素晴らしい。計画の（メリット）とし

ては、地区全体を一体的に捉える事ができ、統一的なコンセプトでの開発誘

導が可能。歩道状空地や広場などを都市計画的に位置付けることができ、再

開発促進地区内の街区では公共空地も義務化されるため、良好な名住環境形

成の実現が可能となるとしている。（デメリット）として再開発促進地区内の

街区で建築を始める場合、事業者から自治体に企画提案書を提出し、新たに

地区整備計画を策定、地区計画を変更（都市計画変更）する必要があり、着

工までに一定の時間がかかるとしている。新宿地区のまちづくりの将来像と

して賑わいと活力ある広域複合拠点の形成と誰もが安心して暮らせるまちと

しての取組みを説明頂きましたが、それはそれで理解は出来ますし、勉強に

なりましたが、葛飾区役所に入る前のお昼の時間の限られた時間の中、区役

所周辺を徒歩で見て回った勝手な、無責任な感想としては、昭和の香りが漂

う今のままの葛飾の街並み（人情都市かつしか）をこのまま残して欲しいと

思うほど愛着を感じた。 
 



 

千葉市 プレーパーク事業について（子どもたちの森公園） 
市役所には寄らず、直接「子どもたちの森公園」に向かいましたが、当日の

天気が悪く雨模様だったので、子供たちが誰も遊んでいない公園を視察する

ことになると思っていましたが、予想に反して大勢の幼稚園児達が来ていた

ので、自然と触れ合う子供たちのありのままの姿を視察出来たのが良かった。

この「子どもたちの森公園」の運営は、誰もがのびのびと遊べる（遊び場）

が欲しいと思った地域の大人たちが集まって活動している会『自然遊びわか

ばの会』が千葉市と協働で運営している。ひとりひとりの「やってみたい！」

を支えるには、たくさんの地域の大人たちの手や見守る目が必要なので、プ

レーリーダーの方がおられ、このプレーリーダーは遊びの（指導者）ではな

く、いつも子どもの目線に立って「やってみたい！」を実現できるように考

える人のことで、人と人をつなげたり、相談にのったり、遊びをしかけたり、

注意を払ったり、遊び場をつくる大人の輪を広げたり、ケガや困った時の対

応をしたりと色々な役割を持っている。 
５つの大切にしたいこととして、①自分の責任で自由に遊ぶ 子どもはのび

のびと遊ぶことにより、自ら考え判断する力をはぐくんでいきます。自分達

でつくる「遊び場」だから危険についても自分で考える。ひとのせいにはし

ない。②人との出会いとふれあい「遊び場」で出会う年齢を超えた友達。子

どもも大人も一緒に楽しい時間を過ごすことで、仲間の幅が広がる。③自然

の豊かさを体験する。草の上に寝そべったり、木に登ったり、落ち葉にうも

れたり、森からの贈り物を使った遊びを通して、自然の力を発見したり、感

じたりする。④工夫する楽しさ。土や木や水など、森にはたくさんの資源が

あります。みんなの「やってみたい！」を受け止めてくれる「遊び場」だか

ら、自分で工夫して遊ぶ楽しさがいっぱい味わえる。⑤地域で支えてともに

育つ。自分達の「遊び場」だから、自分達で考えて、自分達で決めて、自分

達で支えていきます。遊び場づくりを通じて、子どもも大人も育ちあいます。

と表現されていますが、この５つの内容どおりの何とも羨ましい、自然に恵

まれた誰もがのびのびと遊ぶことのできる、素晴らしい公園である。地域の

人たちの深い理解と協力も得られたことにより、成り立っている。人に言わ

れてする遊びでなく自分自身が考えてする遊びなので、勿論支え手は絶対必

要ですが、たとえば人に言われて木に登るのと、自ら木に登るのとでは、ケ

ガするリスクは違うらしく、自ら木に登る方が断然にリスクは低いとのこと

でした。繰り返しになりますが、『自分の責任で自由に遊ぶ』をモットーにし

ている素晴らしいプレーパーク『子どもたちの森公園』でした。 



建設常任委員会視察報告 
         ざこ宏一 
 
 
静岡市膜ろ過処理について 
 和田島浄水場取水施設は、昭和５２年３月に日量１００００立方ｍの取水量を完成された。 
そして地下水をポンプで汲み上げ、水をきれいにして市民に配水するために、平成１９年に膜ろ

過棟を増設された。この施設内のシンボルである愛泉蔵と云う、お酒の徳利に似ている高さ４３

ｍもある配水池に貯蔵され、それぞれの地区に配水管を通って自然の圧力で配水されています。

膜ろ過の材質はセラミックで、小口径は１万分の１ミリで、その小さな穴で不純物を完全に取り

除いている。特長は強度が高い・寿命が長い・リサイクルできることです。 
急速ろ過と比べても、建設費および維持管理費の面で膜ろ過が有利になっています。 
 
 
 
吉川市美南地区について 
 吉川美南駅設置事業については、飽和状態にある駅周辺の緩和や、強風・豪雨などによる武蔵

野線の輸送障害の解消と共に、新たな市街地の形成や都市交通体系の整備、経済・産業活動の場

の構築など、将来を見据えたまちづくりの核施設として、吉川美南駅を新設。総額６７億円のう

ち市負担は、１０億円で済んだのです。ＪＲ東日本工事事務所と、新駅設置等の協定を平成２１

年に締結。平成２４年に吉川美南駅が開業された。 
駅舎も素晴らしいが周辺のまちづくりも、駅前ひろばも多くあり、住宅地、学校も適切に配置さ

れ今後の西宮市のまちづくりの参考になりましたが、土地の広さの違いには大いに考えさせられ

ました。また人口も増え土地も高騰したようです。 
 
 
 
葛飾区の地区計画について 
 まず驚いたのは、葛飾新宿６丁目の説明の時に、呼び方を「にいじゅく」と云われたので、そ

れはしんじゅくでは、わたしの勉強不足で、東京には、２か所の新宿が有りました。三菱製紙株

式会社中川工場{約１８ヘクタール}の移転に伴うこの土地を核とする、にいじゅく６丁目地区の新
しいまちづくりや、地球環境問題の顕在化など社会的背景を踏まえて平成２０年に葛飾北部地域

水と緑のネットワーク構想が作成され、その中には、にいじゅくみらい公園・学校・避難場所・

新たな歩行者環境・動線の改善・災害時に周辺市街地からのアクセスにも考慮した道路網も形成

され善きまちづくりです。 
 



千葉市立子どもたちの森公園について 
 ３０００平方ｍの中にたくさんの樹木が有り、そのテーマは、１ 自分の責任で自由に遊ぶ ２ 

人との出会いとふれあい ３ 自然の豊かさを体感する ４ 工夫する楽しさ ５ 地域で支え

て共に育つ。この項目の如くその運営も自然の中で、多くの子供たちが泥んこになるのも構わず、

（雨が降っていたので）無邪気にわたしも一緒になって大いに時間も忘れ楽しみました。公園の

在り方を垣間見た気持ちに成りました。 

























 - 1 -

委員会所管事務調査感想・意見等 

                  委員氏名  田 中 良 平 

調査の期間  平成 26年 10月 29日(水)~10月 31日(金) 

調査先及び調査事項 

    静 岡 市：膜ろ過処理について（和田島浄水場） 

    吉 川 市：吉川美南駅設置事業について 

    葛 飾 区：新宿六丁目地区地区計画について 

    千 葉 市：プレーパーク事業について（子どもたちの森公園） 

 

平成 26年 10月 29日(水)静岡市 

＊ 膜ろ過処理について（和田島浄水場） 

 

本市は現在、阪神水道企業団、兵庫県営水道、鳴尾浄水場、丸山

浄水場の四箇所から給水している。そのうちの鳴尾浄水場、丸山浄

水場が自己水源といえるものであるが、その他の広域的水道供給と

比較してコスト面でのデメリットや、その施設の老朽化がすすんで

いることからその存廃も話題になっている。一方、水需要は減少し

ていく傾向にあることや、災害時の供給を考えて一定の自己水源を

確保すべきとの考えもある。今回は施設の整備と浄水処理のコスト

の面から自己水源を維持していく可能性を追求するための視察であ

ると考えている。鳴尾浄水場は紫外線処理により、丸山浄水場は急
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速ろ過（薬品による凝集沈でん・砂ろ過による処理方法）をとって

いるが、和田島浄水場は膜ろ過処理である。セラミック膜ろ過（無

機膜）を採用しており、薬剤を入れたり、沈でんのための池が不要

であるため少ない敷地で整備ができる。また、自動運転が容易なた

め和田島浄水場では、遠隔操作を実現していて常時職員が張り付い

ている必要がないことなどからコスト面（浄水コスト）でも有利で

あることが分かった。 

今後、本市においても導入する利点は多いと考えるが、災害時の

活用については、誰がどのように活用するのかを計画し、例えば一

定の大規模災害を想定し、どこからどれだけの量必要になるのか。

いかに求められるところに求められる量を供給できるのかを想定し、

災害時計画を策定するべきである。災害時の備えとなるならば自己

水源を確保することは意義のあることであると考える。 

 

平成 26年 10月 30日(木)吉川市 

＊ 吉川美南駅設置事業について 

   吉川美南駅整備は広大な武蔵野操車上跡地活用とその周辺地域

（田畑）の区画整理事業を合わせ、武蔵野操車場跡地に JR 新駅を

整備してその周辺のまちづくり計画である。広大な敷地に一から設

計していくまちを作っていくこの計画は、そのまま本市に当てはめ
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て参考になるものではない。阪急武庫川新駅に当てはめて参考にな

るものではない。施設設置の費用は約６３億円で、このうち JR 負

担分が約２４億円、吉川市負担分が約３８億円とのことである。様々

な状況によってことなるのだろうが、請願駅の負担割合の一例であ

る。 

周辺開発において、戸建て住宅の開発地域で景観協定を締結し、

住民らが建築や緑化、照明などについて細やかなルール。瓦屋根の

色や外壁の色、電灯やフェンスを取り決め、統一感ある街並みを実

現している。これによって付加価値の高い住宅街を形成しているの

は非常に興味深かった。 

 

 平成 26年 10月 30日(木)葛飾区 

＊ 新宿六丁目地区地区計画について 

   新宿六丁目地区には三菱製紙㈱中川工場（約１８ha）の移転に伴

って工場跡地を核としたまちづくりを視察した。 

計画は、工場跡地約 18.2ha工場・研究所約 12.7ha道路・神社な

ど約 2.7haの約 33.6haが対象で都心から直線距離で約 13km、JR

常磐線金町駅より約 800mに位置している。 

①新たな生活拠点の形成②良好な住環境の形成③地域の防災機能

の向上④個性と魅力ある町並みの形成⑤地域参加型の街づくりの推
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進⑥大学誘致の実現⑦都市再生型公園の整備の七つの方針のもとに

整備地区内に六つのゾーンに分けて地区計画をかけ統一的な開発誘

導を実現。これにより歩道状空地や広場などを都市計画的に位置付

けることができ、再開発促進区内の街区では公共空地も義務付けら

れるため、良好な住環境形成の実現している。 

低中層住宅ゾーンには集合住宅 117 戸、戸建 32 戸、中高層住宅

ゾーンには集合住宅 840戸整備。文化・教育ゾーンには東京理科大

学を誘致、研究棟・講義棟・管理棟・実験棟・体育館を建築。文化・

教育ゾーンに隣接する都市計画公園には葛飾区が図書館を整備し、

市民と大学で共用できるものとしている。一方東京理科大学一帯約

35.6haを「震災火災時の避難場所」として東京都から指定を受けて

いる。 

民間と自治体の共同のまちづくりに地区計画を用いることは、地

区整備計画を策定する段階で十分に協議をし、地区計画をかけるこ

とによってその実現が担保されるという有効な方法のひとつである。 

 
 

 平成 26年 10月 31日(金)千葉市 

＊ プレーパーク事業について（子どもたちの森公園） 

   千葉市のプレーパーク事業は、子どもの遊び場・居場所を提供す

るだけでなく、安心して自由に遊ぶことができる場を提供するため
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NPO法人に事業委託している。 

プレーリーダーやスタッフによって子供たちの見守りや学ぶこと

ができる場を提供している。 

しかし、プレーリーダーやスタッフの安定的な確保や、子供たち

の見守りをできる人材の育成が課題となる。学生や高齢者に参加し

てもらうシステム作りが必要であると感じた。 

千葉市の子供たちの森公園は住宅地から離れていない良い立地で

広大な公園であった。本市の市街地の公園整備の必要性を感じた。 



委員会行政視察報告書 
 

委員氏名 谷本 豊 
 

調査の期間  平成 26年（2014年）10月 29日（水）～10月 31日（金） 
 
調査先及び  静岡市 膜ろ過処理について 
調査事項   吉川市 吉川美南駅設置事業について 
       葛飾区 新宿六丁目地区地区計画について 
       千葉市 プレーパーク事業について 
 
静岡市 膜ろ過処理について 人口 716千人 面積 1,411.93 ㎢ 
 
静岡市には 12施設の浄水場があり、自己水源比率は 100％です。 
視察に訪れた和田島浄水場は市内で 4番目に大きい施設で、実際の配水量は 1日約 5600

㎥、市内の水供給量の約 2.4％（平成 25 年）です。そして市内で最大規模の谷津浄水場か
ら遠方監視と操作を行っていて一週間に 4 回程度の巡視を実施しています。又停電対策と
しては、自家発電設備で対応しており、水源は井戸であるため安定していて、興津川流域

の配水を担当しています。 
平成 18年当時の和田島浄水場は、浅井戸 2井から取水し塩素滅菌処理のみの浄水場であ

り、緩速ろ過施設の導入を検討していましたが、用地取得の行き詰まりから整備が遅れて

いました。しかしながら、テロ対策やクリプト対策などの安全面から早急な対応が求めら

れていて、浄水方法の変更認可を得て用地取得が不要で現在の敷地内に設置できる膜ろ過

方式の導入を決定しました。又、無機膜については、平成 18年 6月から 8月にかけて、 
「和田島浄水場膜ろ過浄水処理施設建設検討委員会」を 6 回開催し、結果的に無機膜に決
定しました。当時の検討資料では、建設費及び維持管理費の面で膜ろ過が有利でした。 
しかしながら、静岡市で初めて導入する技術なので詳細については不明な点も多かった部

分もありましたが現在において特に問題はありません。 
 今後給水戸数や１人１日平均配水量の減少などにより、水需要は減少傾向が継続すると

予想されていて、施設の更新時期に併せた統廃合や小規模化等が求められていますが、施

設統廃合に係る計画の実施については、更に時間を要するものと考えられています。又表

流水を水源とする施設について豪雨や悪天候時には、濁度の上昇に伴う一時的な取水停止

や取水量の抑制による運転管理を行う必要があります。したがって災害時等のリスク管理

の観点から総合的に施設保有能力を勘案すると、現有能力を確保していくことが適正なも

のと認識されています。 



（当局への提言） 
西宮市は、今後老朽化した浄水場等施設の更新整備を予定しています。 

施設等は減らしていく方向性です。したがって元々ある施設に数年後和田島浄水場のよう

な膜ろ過処理施設を導入していくことがのぞまれます。 
 
吉川市 吉川美南駅設置事業について 人口 65千人 面積 31.62 ㎢ 
 
飽和状態になりつつある吉川駅周辺の交通渋滞の緩和や、強風・豪雨などによる武蔵野

線の輸送障害の解消とともに、新たな市街地の形成や都市交通体系の整備、経済・産業活

動の場の構築など、吉川市の将来を見据えたまちづくりの核施設として、「吉川美南駅」を

設置しました。実際、「吉川美南駅」は平成 24年 3月 17日に開業しました。 
開業当時は 1日約 2000人の乗降客でしたが現在は 1日約 5000人と順調に増えています。 

そして若い世代も増え、地価も上昇しています。複合拠点地として商業・娯楽・文化・教

育などを担っています。又「育くまち（いくまち）」として子育てに特化し、ヒトとともに

育っていくマチを目指しています。 
（当局への提言） 
「阪急武庫川駅」を設置するならば「吉川美南駅」のように駅前広場・駐車場等の施設計

画を明確にしてほしいと思われます。又「吉川美南駅」のように広い駅前広場を利用して

ジャズナイトを開催したり等、地域活性化・地域貢献を考慮してほしいと願います。 
 
葛飾区 新宿六丁目地区地区計画について 人口 442千人 面積 34.84 ㎢ 
 

葛飾区は、新宿六丁目地区を①新たなにぎわいの創出②暮らしの質を豊かにするまちづ

くり③地域の個性を活かし育むまちづくり④新たな文化を創り出す拠点づくりをまちづく

りの方針としています。元々葛飾区は、将来都市構造を「分散型・多核連携型の都市構造」

とし、並立する都市機能集積拠点（駅周辺）や水と緑の拠点（文化・レクリエーション、

アメニティ拠点）を道路や鉄道による交通系ネットワーク・水や緑の自然系ネットワーク

で結び有機的に連携させていくことを基本としています。そして新宿六丁目地区は「文化・

レクリエーション拠点」として位置付け、大学を中心とした住宅、文化、教育、交流、医

療福祉など複合的な都市機能の導入と合わせ、葛飾にいじゅくみらい公園を核とした良好

な住環境の形成と防災上の向上を図ることとしています。実際今年の 4 月に葛飾にいじゅ

くみらい公園が開園し、5月には東京都における震災火災時の避難場所として東京理科大学
一帯約 35.6ｈa が新規の避難場所として指定されました。そして公園を学校に隣接して設
置し、既存道路の歩行者環境の改善や新たな歩行者動線の確保を行いました。又再開発促

進区における主要な公共施設として地区幹線道路や主要区画道路を整備して、災害時に周

辺市街地からのアクセスにも配慮した道路網を形成しました。新宿六丁目地区計画は、地



区全体を一体的にとらえ、統一的なコンセプトでの開発誘導が可能となり、又歩道状空地

や広場などを都市計画的に位置付けることができ、再開発促進区内の街区では公共空地も

義務化されるため、良好な住環境形成の実現が可能となりましたが、再開発促進区内の街

区で建築を始める場合、事業者から自治体に企画提案書を提出し、新たに地区整備計画を

策定、地区計画を変更（都市計画変更）する必要があり、着工までに一定の時間が必要と

なることが課題です。 
（当局への提言） 
「アサヒビール跡地」を考えていく時、「新宿六丁目地区計画」のようにしっかりとした計

画的なまちづくりをして防災上の観点からも道路の整備・公園の開園を目指していってほ

しいと考えます。 
 
千葉市 プレーパーク事業について 人口 961千人 面積 272.08 ㎢ 
 
プレーパークとは、「自分の責任で自由に選ぶ」をテーマとする遊び場であり、子どもた

ちは、「どろんこ遊び」・「穴掘り」・「小屋作り」・「火を使った遊び」・「廃材を使った創作」

など一般的な都市公園では禁止しているものも含めて、自由な遊びを行える場所のことで

す。そして子どもの視点にたって、子どもの相談相手として、一緒の遊びの工夫に参加し

てくれる大人のプレーリーダーが常駐しています。遊びは、このプレーリーダーの見守る

中で行われるというのがルールです。視察先の千葉市ではプレーパーク事業を「子どもた

ちの森公園」で実施しています。この「子どもたちの森公園」は平成 19年 4月 27日に開
園しました。そして「子どもたちの森公園」で大切にしたい 5 つのことは①自分の責任で
自由に遊ぶ 子どもはのびのびと遊ぶことにより、自ら考え判断する力をはぐくんでいき

ます。自分たちでつくる“遊び場“だから危険についても自分で考える。ひとのせいには

しないよ！②人との出会いとふれあい“遊び場“で出会う年齢を超えた友達。子どもも大

人も一緒に楽しい時間を過ごすことで、仲間の幅が広がります。③自然の豊かさを体感す

る 草の上に寝そべったり、木に登ったり、落ち葉にうもれたり…。森からの贈り物を使

った遊びを通して、自然の力を発見したり、感じたりします。④工夫する楽しさ 土や木

や水など、森にはたくさんの資源があります。みんなの「やってみたい！」を受け止めて

くれる“遊び場“だから、自分で工夫して遊ぶ楽しさがいっぱい味わえます。⑤地域で支

えてともに育つ 自分たちの“遊び場“だから、自分たちで考えて、自分たちで決めて、

自分たちで支えていきます。遊び場づくりを通じて、子どもも大人も育ちあいます。です。

開園から約 7年半、市民からの要望・意見も好意的なものが多いと聞いています。 
（当局への提言） 
西宮市のプレーパーク事業の状況は、みやっこキッズパーク（芦原町）、にしのみや遊び

場つくろう会（久保町）、そして西宮浜総合公園に整備を予定しています。私は西宮市では、

先に述べた．大切にしたい 5 つのことのうち、①自分の責任で自由に遊ぶ②人との出会い



とふれあい．の 2 点が特に大切と考えます。大人が「自分は～こう思う」など自分の考え
を押しつけず、子ども達の良いところをどんどんほめていってあげてほしいと要望します。

つまりプレーリーダーの育成に充分留意してほしいと考えます。 
 
日本には多くの都市があり、その都市には様々な個性・魅力があります。実際西宮市は

多種多様な魅力があります。けれど他市の良いところは、どんどん参考にしていってほし

いと思われます。又様々な所へ行って、様々なヒトに出会うのは良い勉強になります。以

前のように職員の随行も復活してほしいと願います。 
以上 
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建設常任委員会管外視察報告書 

 

委員氏名 吉岡 政和 

 

調査の期間 平成 26年 10月 29日（水）～31日（金） 

調査先及び 

調査事項 

静岡市  

 

吉川市 

 

葛飾区 

  

千葉市 

                  

・膜処理浄水場について 

 

・吉川美南駅について 

 

・新宿六丁目地区計画について 

 

・子どもたちの森公園について 

 

静岡市（膜ろ過方式浄水場について） 

 

将来的には、自己水源を確保するために将来の鳴尾浄水場の再整備にあたって、膜処理

施設が有効であるのかどうかを現場施設で確認することを目的に和田島浄水場を見学した。

膜ろ過方式とは、セラミック製の膜に原水を通し、濁りや大腸菌、クリプトスポリジウ

ム（病原性原虫）などの不純物を取り除きます。セラミック膜浄水システムの特長とし

ては、①原水の濁度の急激な変動にも安定した処理能力を維持。②沈殿池等が不要なため、

狭い用地でも建設が可能。③逆圧洗浄工程も含めた全自動化により無人運転が可能。④セ

ラミック膜の寿命が長く、膜の交換頻度が低い。（清澄水源：20〜30年、汚濁水源：15年）

⑤水の回収率が高い。（98%以上）⑥単位ろ過量あたりのランニングコストが低い。⑦付帯

処理と組み合わせることで、膜ろ過では除去できない溶解性の鉄、マンガン、色度、臭気

も除去できるなど、さまざまな原水に対応が可能。等があげられる。また、他方式よりも

建設費・維持費ともに静岡市の環境では安価であった。西宮市にこれを導入すると、新た

に土地取得するという事になれば土地価格の差で静岡市のような低コストと言えることに

はならない。土地取得なしに既存の鳴尾浄水場の敷地範囲で導入するのであれば実現可能

な方式となりえると考えます。また、横浜市においては同方式で浄水場施設全体の更新と

運営・管理を PFI 方式で実施しています。西宮市にとっても参考になると思います。ただ

し、鳴尾浄水場再整備の時期はまだまだ先なのでそれまでに技術進歩が見込まれるので、

整備時期には更なる調査が不可欠です。 
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■吉川市（吉川美南駅について） 

 

本市では、阪急武庫川駅新設に向けて調査を進めている。新駅設置の検討が前進すれば、

請願駅となり、駅舎建築や駅周辺整備において市が相当な費用負担をする事が想定される。 

吉川市と西宮市の大きな相違は、住民から駅設置を要望されて誘致を行う西宮市に対し

て、吉川市は市がまちづくりの上で新駅が必要と判断し駅設置を行ったという点にある。 

吉川美南駅周辺は未開発で駅設置後、住宅やショッピングモールができ新しい街が誕生

した。一方、阪急武庫川新駅は駅周辺整備に大掛かりな整備事業が必要になる。吉川市で

の新駅設置の経済効果は投資額の 10倍とのこと。西宮市も駅設置による投資額算出と効果

について早々に研究されるべきと考える。 

 

■葛飾区（新宿六丁目区画整理について） 

  

三菱製紙株式会社中川工場（約 18ha）の移転に伴い、新宿六丁目地区は、都市計画マス

タープランでは「文化・レクリエーション拠点」として位置づけられ、再開発されている。

アサヒビール西宮工場跡地とは異なり、ＵＲが跡地をすべて取得し、区とともにまちづく

り方針を策定している。アサヒビール跡地は民間企業が取得したことにより葛飾区にくら

べまちづくりに市のコントロールが効きにくい。都市部にまとまった土地が生まれるケー

スは珍しく、まちづくりのチャンスとして葛飾区は URと協働した。結果、大学と不足して

いた公園を一体化、ハザードマップで浸水地域であったため、２ｍの盛土整備を行い防災

面においても整備した。 

西宮市においても民間業者と信頼関係を構築しまちづくりに積極的に関わるべきと考え

る。その上で総合計画・マスタープランを早急に見直して、市が主導したアサヒビール跡

地開発を進めるべきである。 

 

 

■千葉市（子どもたちの森公園について） 

 

子どもたちの森公園は、平成 9年度に子どもたちのワンダーランド基本構想が策定され、

平成 19 年度に開設された。市営動物園に隣接する森 3000 ㎡を市が購入して整備された。

地域住民と市民団体が運営を担っている。整備費は、用地買収費として、9000 万円、公園

整備費として約 6000 万円、運営システム構築等で約 4000 万円、合計約 2 億円を要してい

る。年間の開園日数は 238 日、開園時間は 10 時から 17 時で、プレーリーダーを一日 2 名

体制で委託しているにもかかわらず、年間 440 万円の委託料しか市は負担していない。年

間の利用者数は、平成 25 年度で大人が 4762 名、子どもが 10858 名となっており、開園以
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降概ね、この程度で安定して利用されている。千葉市には、当該公園のほかに 4 か所のプ

レーパークを整備している。西宮市の場合は千葉市に比べ予算もないので、同様の方式で

整備することは難しい。市の遊休地などを活用したうえで運営も民間に委ねるなどの工夫

が求められ、ローコスト且つ持続可能な子供の居場所づくり実現に向けて研究するべきと

考える。 

 

   

   センターハウス     自由に遊ぶ近所の園児   プレーリーダー紹介ボード 
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